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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

永年性作物である果樹では、他の作目と違い除染を目的とした土壌の除去が容易にできない。そこで、リンゴ園ほ場で

ゼオライトを内包したシート（以下、ゼオライトシート）、およびプルシアンブルーで染色したシート（以下、プルシアンシー

ト）を敷設、処理（図１）したところ、放射性セシウム（以下、Cs）の吸着、放射線遮蔽効果がみられた。

(1) ゼオライトシート敷設により土壌中放射性Csの2 ％程度の吸着は可能であった（表１、２）。

(2) プルシアンシートもゼオライトシートと同様に放射性Csを吸着する効果がみられた（表１、２）。

(3) 敷設による遮蔽効果は、ゼオライトシートと散水処理の組合せにより安定的に放射線量を25％以上低減できた

（表３）。

(4) ゼオライトシートの汚染度について経時的推移を調査したところ、無処理区と比較した減少率は各区とも高いもの

の、処理１年経過時の汚染度は無処理区と変わらなかった（表４）。

２ 期待される効果

(1) 土壌除去に頼らない除染効果が期待できる。

(2) 遮蔽効果があることから作業者の被曝軽減や観光農園等での利用が期待できる。

３ 活用上の留意点

(1)ゼオライトシートは土壌に圧着し、湿潤状態を保つことでより効果的に放射性Csを吸着することができる。

(2)プルシアンブルーは環境汚染の懸念があるため、回収可能な資材で行う。



Ⅱ 具体的データ等

表４ 各シートの汚染度推移

9/30 10/6 10/28 11/28 1/18 4/6 9/20
経過日数 0 6 28 59 110 189 356
上 1.1 1.0 0.9 0.8 0.9 0.9 0.8 30.8
下 1.5 1.3 1.1 1.1 1.0 0.9 43.3
上 1.4 1.1 1.1 0.9 0.9 0.8 0.9 38.9
下 1.8 1.2 1.0 0.9 0.8 0.7 58.6
上 0.8 1.0 0.9 0.9 0.8 0.9 0.7 10.6
下 1.5 1.2 1.2 1.1 1.0 0.9 41.3
上 0.9 1.1 1.1 0.9 0.9 0.9 0.8 11.1
下 1.4 1.3 1.1 1.0 0.9 0.9 40.0

対照区 下 1.3 1.1 1.1 1.3 1.2 1.0 0.9 28.9
※上：シート表面、下：シート直下地表、単位：kcpm
減少率は2011年９月30日と2012年９月20日の比較
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プルシアンシート：プルシアンブルーで染色したシート

表１ 敷設資材の放射性セシウム吸着量

134
Cs 誤差

137
Cs 誤差

134+137
Cs 誤差

ゼオライトシート 三島ふじ 1856 113 1306 79 3162 138
プルシアンシート 三島ふじ 1588 96 1081 66 2669 117
黒マルチ＋ゼオライトシート 三島ふじ 2627 159 1846 112 4473 195
黒マルチ＋プルシアンシート 三島ふじ 3101 187 2164 131 5265 228
ゼオライトシート（雪上敷設） 川中島白桃 480 29 668 40 1148 49
白寒冷紗（雪上敷設） 川中島白桃 65 4 91 5 155 7

処理区 敷設ほ場
放射性Ｃｓ濃度（Bq/m

2
FW)

注：雪上敷設は樹皮洗浄液からの放射性Csのみ吸着

表１ 敷設資材の放射性Cs吸着量

表４ 敷設下土壌の放射性セシウム濃度（5㎝）

134
Cs 誤差

137
Cs 誤差

134+137
Cs 誤差

ゼオライトシート 三島ふじ 4364 678 3132 492 7496 838
プルシアンシート 三島ふじ 5006 740 3563 529 8570 910
黒マルチ＋ゼオライトシート 三島ふじ 3676 464 2572 325 6248 566
黒マルチ＋プルシアンシート 三島ふじ 4900 887 3580 643 8480 1096
無処理 三島ふじ 4173 625 3008 451 7181 771

処理区 敷設ほ場
放射性Ｃｓ濃度（Bq/kgFW)

表２ 敷設下土壌の放射性Csの濃度（5cm）

表５ ゼオライトシート敷設による表面線量と遮蔽効果

敷設日 敷設ほ場 敷設前 敷設後 散水後

計数率 計数率 低減率 計数率 低減率

(kcpm) (kcpm) (％) (kcpm) (％)

9月30日 三島ふじ 1.5 b 1.1 a 27.9 0.8 a 48.5
11月21日 ゆうぞら 1.0 b 0.7 a 25.4 - -
4月16日 緋のあづま 0.7 b 0.6 ab 15.7 0.5 a 24.4
4月20日 モモ品種 0.8 c 0.6 b 21.1 0.5 a 32.3
注：TGS146による置表線量
敷設日ごとに異符号の線量間で危険率5％で有意差有

表３ ゼオライトシート敷設による表面線量と遮蔽効果

図１ リンゴほ場におけるゼオライトシートの敷設


